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業務システム全体をローコードで開発！



ローコード開発は一層利用されていく！
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理由２．顧客が開発するシステムは期間の短縮が要請され、

予算はなかなか承認されない。

理由１．ローコード開発ツールが日本で認知され、進化している。

★ 業務システムは『ローコード開発』で構築されていく！



業務システムのローコード開発の比率
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業務システムは画面系処理とバッチ処理で構成
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画面系処理

７０％

バッチ処理
３０％

ローコード開発ツール

当社の開発実績では・・・

スクラッチ開発

ストアドプロシージャ
Java、VBなどのバッチアプリ

ジャスミンソフト社
Webアプリケーション自動生成ツール

!!!



業務システムのバッチ処理の例
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業務システムのバッチ処理をETLツールで！
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バッチ処理に必要な機能は「ETLツール」で実現！

「ETLツール」＝ ローコード開発

バッチ処理 を ローコードで開発できる！

Extract

抽出

Transform

変換・加工

Load

ロード
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＋

バッチ処理

業務システム全体をローコード開発で構築

画面系処理
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① 個別受注型の製造業の

「日立プラントメカニクス様」基幹システムで採用！

② 大量データを高速に分析できる「ＢＩソフト」との連携

③ 規定されたフォーマット変換が必要な「ＥＤＩ連携システム」

開発実績



無償セミナーのご案内

１．ETL Platform紹介セミナー

次回 2/17（水）15時~ Webにて

２．Wagby関連セミナー

① 紹介セミナー 次回 2/2（火）15時～ Webにて

② ハンズオンセミナー ※個別開催

③ データモデリングセミナー ※個別開催

※セミナー詳細は http://www.sp-inc.co.jp/seminar/
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当社について
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ローコード開発は15年の実績、

自信があります！



ソフトウェア会社の役割は、

システムを構築することではなく、

顧客の問題を解決することである！

株式会社ソフトウェア・パートナー
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ご清聴、ありがとうございました。


